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２５
日
か
ら
行
わ
れ
る
第
７３
回
選

抜
高
校
野
球
大
会
に
、
都
代
表
と

し
て
町
田
市
か
ら
そ
ろ
っ
て
出
場

す
る
、
日
大
三
高
と
桜
美
林
高
の

健
闘
を
願
う
壮
行
会
が
１０
日
、
市

主
催
の
も
と
に
東
急
百
貨
店
横
広

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

見
守
る
市
民
約
７
０
０
人
か
ら

大
き
な
拍
手
が
わ
き
上
が
る
中
、

両
校
の
選
手
た
ち
が
壇
上
に
上
が

り
ま
し
た
。
挨
拶
を
し
た
寺
田
市

長
は
「
一
つ
の
町
か
ら
二
校
の
出

場
は
、
め
ず
ら
し
く
、
市
民
に
明

る
い
と
も
し
び
を
灯
し
て
く
れ
ま

し
た
。
こ
ん
な
す
ば
ら
し
い
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
ま
で
の
成
果

を
生
か
し
て
全
力
を
出
し
て
き
て

下
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

選
手
た
ち
も
自
己
紹
介
の
中
で

「
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
野
球

を
し
た
い
」、「
全
員
野
球
で
が
ん

ば
る
」、「
優
勝
旗
を
町
田
に
持
っ

て
き
た
い
」
な
ど
と
力
強
く
語
っ

て
い
ま
し
た
。
最
後
に
は
両
校
の

吹
奏
楽
部
が
市
長
の
指
揮
の
も
と

激
励
の
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

激励をうける両校の選手たち

市
で
は
介
護
保
険
制
度
の
充
実

を
目
指
し
て
様
々
な
基
盤
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

４
月
１
日
に
は
社
会
福
祉
法
人

南
町
田
ち
い
ろ
ば
会
が
整
備
を
進

め
て
い
る「
第
２
み
ぎ
わ
ホ
ー
ム
」

（
�
上
写
真
）
が
事
業
を
開
始
し

ま
す
。

４
月
１５
日
に
は
、「
薬
師
台
高

齢
者
生
活
訓
練
施
設
」
が
、
入
居

開
始
に
な
り
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
芙
蓉
園
（
社
会
福
祉
法
人

・
芙
蓉
会
�
鶴
間
５
４
４
）で
は
、

来
年
４
月
の
事
業
開
始
に
向
け
、

増
築
及
び
住
宅
複
合
施
設
の
新
築

工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
で
は
来
年
４
月
の
事
業
開
始
に

向
け
、（
仮
称
）
三
輪
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
の
「
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
三
輪
」
の
新
築
工
事
を
行
い

ま
す
。

【
第
二
み
ぎ
わ
ホ
ー
ム
】

こ
の
施
設
は
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
み
ぎ
わ
ホ
ー
ム
」
を
増

築
し
た
も
の
で
あ
り
、
短
期
入
所

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
、
痴
ほ
う
性
高
齢
者
デ
イ
ホ
ー

ム
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
が

整
備
さ
れ
た
総
合
的
な
高
齢
者
施

設
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
所
在
地
は
鶴
間
３
２
９
番

地
、
定
員
は
、
短
期
入
所
１１
人
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
１５
人
、
デ
イ
ホ
ー

ム
１０
人
で
す
。

事
業
開
始
に
先
立
ち
、
２１
日
か

ら
３０
日
ま
で
の
間
、
電
話
申
し
込

み
に
よ
る
体
験
入
所
、
体
験
通
所

を
無
料
で
行
い
ま
す
。
併
せ
て
施

設
見
学
会
を
２４
日
（
土
）
に
行
い

ま
す
。

申
し
込
み
は
電
話
で
社
会
福
祉

法
人
・
南
町
田
ち
い
ろ
ば
会
（
�

７
９
６
・
１
５
２
１
）
へ
。

【
薬
師
台
高
齢
者
生
活
訓
練
施
設
】

こ
の
施
設
は
、
介
護
保
険
法
施

行
に
伴
い
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
入
所
者
で
介
護
保
険
の
非
該

当
、
要
支
援
と
認
定
さ
れ
た
方
な

ど
を
対
象
と
す
る
在
宅
復
帰
の
た

め
の
生
活
訓
練
の
場
と
し
ま
す
。

所
在
地
は
薬
師
台
３
―
２
７
０

―
１
で
、
同
敷
地
内
に
あ
る
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム「
第
２
清
風
園
」

と
緊
急
連
絡
シ
ス
テ
ム
を
結
び
居

住
者
の
安
否
を
確
認
し
ま
す
。

�問
高
齢
者
介
護
課
�
７
２
１
・
３

１
３
６

戦
争
時
代
の
様
子
を
記
し
た
ブ

ッ
ク
レ
ッ
ト
「
―
戦
争
時
代
の
体

験
記
―
平
和
へ
の
祈
り
を
こ
め

て
」の
第
２
号
を
発
行
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
上
小
山
田
町
在
住
の

橋
本
マ
レ
さ
ん
の
体
験
記
「
戦
争

と
女
学
生
〜
国
民
学
校
か
ら
町
田

高
等
女
学
校
へ
〜
」、
森
野
在
住

の
青
木
三
男
さ
ん
の
体
験
記
「
焼

夷
弾
の
恐
怖
〜
小
野
路
空
襲
の
記

録
〜
」
の
２
編
を
収
録
し
て
い
ま

す
。「

戦
争
と
女
学
生
〜
国
民
学
校

か
ら
町
田
高
等
女
学
校
へ
〜
」
は

昭
和
１６
年
１２
月
の
太
平
洋
戦
争
勃

発
当
時
、
町
田
国
民
学
校
（
現
町

田
第
一
小
学
校
）
５
年
生
だ
っ
た

橋
本
さ
ん
が
、
終
戦
を
経
て
昭
和

２２
年
３
月
に
町
田
高
等
女
学
校
を

卒
業
す
る
ま
で
の
、
戦
時
下
の
学

校
生
活
や
日
常
生
活
の
様
子
な
ど

を
記
録
し
た
も
の
で
す
。
本
編
に

は
、
国
民
学
校
時
代
の
尺
取
虫
の

駆
除
な
ど
の
勤
労
奉
仕
や
町
田
高

ぞ
う
へ
い

等
女
学
校
時
代
の
相
模
陸
軍
造
兵

し
ょ
う

廠
へ
の
学
徒
動
員
の
様
子
な
ど
、

戦
争
が
人
々
の
日
常
生
活
の
中
に

大
き
く
入
り
込
ん
で
い
た
様
子
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
焼
夷
弾
の
恐
怖
〜
小
野
路
空

襲
の
記
録
〜
」
は
、
昭
和
２０
年
５

し
ゅ
く

月
に
小
野
路
の
宿
に
投
下
さ
れ
た

焼
夷
弾
に
よ
る
被
害
の
状
況
が
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
２０
年
５

月
２５
日
の
深
夜
、
小
野
路
の
宿
に

米
軍
爆
撃
機
Ｂ
２９
か
ら
無
数
の
焼

夷
弾
が
投
下
さ
れ
ま
し
た
。当
時
、

１７
歳
の
少
年
だ
っ
た
青
木
さ
ん

は
、
自
宅
を
焼
か
れ
、
家
財
産
を

失
い
、
着
の
身
着
の
ま
ま
の
生
活

を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
苦
し
い
生
活
の
中
、
家
族
が
力

を
合
わ
せ
て
再
建
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

価
格
は
２
０
０
円
で
、
市
政
情

報
や
ま
び
こ
（
中
町
分
庁
舎
）
で

販
売
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
第
１

号
の
田
所
春
子
さ
ん
の
体
験
記

ら
し
ん

「
想
い
で
の
羅
津
を
後
に
」
も
１

０
０
円
で
販
売
中
で
す
。

【
戦
争
体
験
記
を
募
集
し
ま
す
】

こ
の
戦
争
体
験
記
は
今
後
も
発

行
し
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、
戦

争
時
代
の
体
験
に
関
す
る
原
稿
を

次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。
な
お
、
採
用

さ
れ
た
体
験
記
は
、

編
集
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま

す
。

○
応
募
資
格

戦
時

中
、
町
田
（
当
時
の

南
村
・
鶴
川
村
・
忠

生
村
・
堺
村
を
含
む
）

に
関
係
し
て
い
た
方

（
居
住
者
、
学
童
疎

開
し
て
い
た
方
等
）

○
内
容

戦
時
中
の
日
常
生
活
、

学
童
疎
開
、
学
徒
動
員
の
体
験
等

戦
争
時
代
の
町
田
に
関
わ
る
も
の

ま
た
は
戦
地
等
で
の
体
験

○
応
募

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用

紙
１０
枚
以
上
５０
枚
以
内
に
ま
と

め
、
４
月
２７
日
ま
で
に
、
直
接
ま

た
は
郵
送
で
企
画
調
整
課
（
〒
１

９
４
―
８
５
２
０
、
中
町
１
―
２０

―
２３
、
市
役
所
３
階
、
�
７
２
２

・
３
１
１
１
内
線
２
１
２
４
）へ
。

平
和
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
い
ち
ょ
う
を
植
樹

３
月
１４
日
、
市
役
所
本
庁
舎
南

口
玄
関
前
『
非
核
平
和
都
市
宣
言

碑
』
の
近
く
に
い
ち
ょ
う
が
植
樹

さ
れ
ま
し
た
。

太
平
洋
戦
争
中
の
昭
和
２０
年
５

月
２５
日
深
夜
、
小
野
路
の
宿
に
焼

夷
弾
が
投
下
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ

の
樹
は
、
そ
の
時
の
火
災
に
よ
っ

て
焼
け
て
し
ま
っ
た
親
樹
か
ら
芽

吹
い
た
も
の
で
す
。

市
で
は
こ
の
い
ち
ょ
う
を
田
極

武
雄
さ
ん（
大
蔵
町
在
住
）か
ら
譲

り
受
け
、
平
和
を
告
げ
る
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
植
樹
し
ま
し
た
。

４
月
１
日
か
ら
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
関

連
記
事
を
３
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
資
源
の
分
別
収

集
に
つ
い
て
も
４
〜
５
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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日
大
三
高
・
桜
美
林
高

壮
行
会
開
催

介護保険制度
基盤整備が進んでいます

高高
齢齢
者者
生生
活活
訓訓
練練
施施
設設
・・
在在
宅宅
介介
護護
支支
援援
セセ
ンン
タタ
ーー
なな
どど

� 市市 のの 宣宣 言言

◇ 男女平等参画都市宣言
◇ 非核平和都市宣言
◇ 青少年健全育成都市宣言
◇ 交通安全都市宣言

３／２１２００１年
（平成１３年）
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